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茨田 通俊師（願光寺）
願われている私」

講題

ご講師

日時 ８月１３日（水）
午後1時30分

～3時30分

　お盆には亡き人を偲んで、お寺やお内仏、お墓にお
参りします。多くの人が休暇の時期に当たり、帰省先で
仏事に触れる場合もあるでしょう。このようにお盆は、私
たちの生活に最も浸透した行事とも言えるでしょう。
　同時にお盆の法会ほど俗説や迷信が広まっているも
のもありません。私たちはひたすら先祖の供養のためと
して、お勤めやお供えをするのですが、その心は本当に
お盆という仏事に込められた願いに沿ったものなので
しょうか。俗信にとらわれて迷っている自分の姿には気
付かずに、仏となった亡き人に自分の都合の良い願い
を振り向けていませんか。逆に亡き人から私にかけられ
た、真実に目覚めよという仏の願いに出遇わせていた
だいているのでしょうか。
　今回はお盆の言われを紐解きながら、私たち真宗門
徒にとってのお盆の迎え方を確かめましょう。

ご講師からのメッセージ

「亡き人から


